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私たちは声をあげ続けます!

自衛隊の南ス ー ダ ンからの撤退と

｢ 安保法制｣ を廃止 し､ 憲法 9 粂を守り抜くために!

t t (金) ほ00 ～
仙台市勾当盾公園市民広場

(仙 台市役所 前)

TZ :00 ～ ト ー ク集金
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革場 裕之さん(弁護士)

浅野冨美枝さん(宮城学院大学特任教授)
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●み ん なで歌おう希望の歌を♪

● みんなで コ ー ル!
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一 番町 ～ 仙都会館前解散
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戦争はイヤ!!

自衛隊の南ス ー ダン へ の 派遣は憲法 9 条に反 します
戦後 7 0 年余､ 日本は ｢ 戦争はしない ､ 武器は持たない ､ 使わない｣ と定めた憲法 9 条のも とに､ 平和国家と して の

道を歩んで きました｡ しか し､ こ の憲法 9 条に反する ｢ 安保法制｣ によ っ て ､ 今､ 自衛隊が南ス ー ダンに派遣されてい

ます｡ 南ス ー ダンは激 しい内戦状態にあり､ 戦闘に巻き込まれる こ とは必至です｡ 自衛隊員の いのちを守るためにも ､ 南

ス ー ダンか らの撤退を求め ましょ う｡

沖縄で は住民 の反対を押 し切っ て ､ 辺野古への基地建設､ 東村高江 への ヘ リパ ッ ト建設が強行されて います｡

近年は合同訓練の強化など米軍と自衛隊の 一 体化も進んで います｡

さらに､ 安倍首相は年頭の発言で改憲へ の意欲を表明しています｡ 2 0 1 2 年に発表されている自民党の 改憲草案は､

平和主義を狭め､ 国民主権､ 基本的人権を制約 し､ 国民 の自由も権利も大幅に制限する内容になっ て います｡

国際社会が平和に向か うため､ 憲法 9 条をもつ 日本だからこそできる貢献があるはずです｡

広く手をつなぎ ｢ 戦争はイヤ｣ の声をあげ続けましょう｡

｢ 女の 平和｣ ピ ー スアクションみやぎ
201 5 年､ 1 月 1 7 日 ､ 赤 い衣服を身に付けた 70 00 人以上 の女性たちが国会議事堂を取り巻きました｡ アイ ス ラ ン ドで女性た

ちが立ちあが っ た
〝

レ ッ ドス トッキン グ〟 の 戦い の 史実に思い を重ね､ ｢ 戦争 へ の道｣ に進む安倍首相 へ の 女性たちからの レ ッ

ドカ ー

ドで した｡ ｢ 女 の平和｣ ピ
ー

ス アクシ ョ ン みやぎは､ こ の動きに呼応 し､ ｢ 戦争はイヤ! ｣ ｢ もう黙 っ て い るわけには い か

ない｣ と の思 いを持ち寄り､ こ こ宮城からも大きく声をあげるためにつ どう ｢ 個人｣ の集まりです ｡ 平和を願う気持ちに男女の

違い はない と思い ますが､ 命 へ の感度が強い 女性たちからまずし っ かり声をあげてい きたい と思います｡
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(ご賛同下さる方はお知らせください)

☆ 憲法サロンヘ の訴±苦い ☆

毎月 15 日 午後2 時00 分より
エ ル パ ー ク ･ 仙台5 F(創作ア トリ エ など)

お茶 しながらくら しと憲法の こと､ 語り合い ましょう ｡




